






 

集計された小児骨粗鬆症例数は22例であり,そのうち20例がステロイド剤によるものであ

った。 

 ステロイド骨粗鬆症の原疾患は 15 例がネフローゼ症候群,3例が膠原病,2 例が血液疾患

となっている。ネフローゼ症候群の病理学的分類については不明であった。 

 ステロイド剤使用開始から骨粗鬆症発見迄の期間は 0.34-8.25,平均 4.27 年間,その間,

実際に服薬していた期間は4～98,平均37,5ヶ月であるところから,これらの症例はほとん

ど休薬することなくステロイド剤の使用を続けられていたものと推定される。国際法の導

入などネフローゼ症候群に対するステロイド剤の使用法の工夫,ステロイド依存病型に対

する他薬剤の導入などによって骨粗鬆症を含めてステロイド副作用は大巾に減少しつつあ

るが,一層の留意が望まれるところであろう。 

 ネフローゼ以外の症例は,すべて難治性疾患であると同時にステロイド剤が効果を発揮

する疾患ではあるけれど,大量のステロイドを安易に長期間使用することを今回のデータ

ーは戒めている様に思われた。 


